
 

 

 

 

 

 

 

 Mercury Evoluto Ver.7.2から Ver.8の 
バージョンアップ内容をご紹介しています。 

バージョンアップガイド 
 （Ver.7.2→Ver.8） 

※解説内容がオプションプログラムの説明である 
場合があります。ご了承ください。 
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1 図化編集 

［コマンド一覧］－［地籍］－［図郭線等の表示順変更］を追加して、図郭線、図根点、筆界基準杭の表示順を
変更できるようにしました。 

1-1 図郭線、図根点、筆界基準杭の表示順変更 

図化編集の新機能をご紹介します。 
 

【補足 】1-1  

地籍図・筆界点番号図で、図郭線、図根点、筆界基準杭の表示順を一括で変更することができます。 
図化条件に表示順の指定はなく、プログラム固定の設定で図化されます。 
図面作成後に、データ種類毎に一括で表示順を変更できる機能を追加しました。 

地籍図・筆界点番号図の図面作成では、
・筆界基準杭は、境界線より下側の表示になるように図化されます。
・図根点は、境界線より上側の表示なるように図化されます。

筆界基準杭の絵柄が境界線で
カットされたように見えます。
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コマンド一覧に表示順を変更できる機能を追加しました。

1

2

3
①「地籍」タブをクリックします。
②「図郭線等の表示変更」をクリックします。
③「起動」ボタンを押します。

変更対象とするデータの表示順を指定します。
全ページを対象にして変更することもできます。
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地籍図内の隣接図郭番号見出図の図郭名について、ハイフンと肩符を除いて全角文字で作成するための条件を追加
しました。 
［地籍図］－［整飾］－［隣接図郭番号見出図］に［英数字を全角文字で作成する］チェックボックスを追加し
ました。［図郭名の2段配置］に「1/50」と「1/100」を追加しました。 

1-2 隣接図郭番号見出図の条件を追加 

[英数字を全角文字で作成する]チェックボックスをオンにすると、以下のようにハイフンを英数字の半分の幅で図化すること
ができます。 
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［ツール］－［画地属性照合リスト出力］の［画地属性照合リスト出力］ダイアログに［単独測点名］［地籍図の
実作画データのチェック］を追加しました。図郭内に存在する「画地」、「図根点」、及び「筆界基準杭」が作画されてい
ない場合に「未作画」として現場との相違を抽出できます。 

1-3 地籍図に未作画の要素を抽出 

図化作成条件の［網図］－［網・路線］－［路線方向線］に［折れ線で描く］チェックボックスを追加しました。 

1-4 網図作成時の「路線方向線」の描画方法を追加 
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［多角］－［野帳処理］－［チェック］に［観測データチェック］を追加して、観測データに不備がないかをチェックでき
るようにしました。 
チェックする内容は、「JOB」「気象」「器械」欄の空白チェック、「工程」「精度区分」に応じた「観測」欄の対回数・セット
数のチェックなどです。 
（精度 分多角 準則改 ） 
 

2-1 観測データのチェック 

2 測量計算 
測量計算の新機能をご紹介します。 
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【補足 】2-1  

観測の制限値は、［多角プロジェクト］の「観測制限項目」の値を参照します。地籍測量の場合は、「工程」と「精度区分」
から観測の制限値を設定することができます。観測の制限値が超えた場合は、手簿に”＊”が印字されます。 
 

1

「地籍測量」の場合は、観測の制限値を
下記の項目の組み合わせから設定することができます。

① 条件項目の「工程」
② 観測制限項目の「精度区分」

「工程」と「精度区分」を設定し、
クリックすると制限値が設定されます

2 3
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手簿で観測の制限を超えた箇所に、
“＊”が印字されます。

制限値がない場合には、代用の
値として“1000“が設定されます。
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観測者などが空白（未設定）の場合は、
Outputに情報が出力されます。
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［多角］－［野帳ツール］－［制限値の検査］を追加して、対回時の観測制限（水平角（較差、倍角差、観測
差）、鉛直角（高度定数差）、距離（セット内較差、セット間較差））の超過を検査できるようにしました。 
 

2-2 観測値（倍角差、観測差など）のチェック 

【補足 】2-2  

複数の野帳を対象にして、かつ、１観測ごとの一覧表形式で、観測が制限値を超えているかチェックができます。 
手簿を出力する前に観測の制限を超えていないか、チェックすることができます。 
 
 

観測の制限値を超えているか、チェックする野帳を選択します
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制限値を超えた場合には、“＊”が先頭につきます。

野帳の器械点ごとに、情報を表示します。
情報は、後視と視準点の組み合わせで表示されます。

制限値が超えた箇所は赤字で表記されます。

1 2

① 「制限値を超えた観測のみ表示する」にチェックをします。
制限を超えた箇所のみの表示になります

② 「クリップボード出力」をクリックします。
チェック結果を、EXCELなどに貼り付けができます。
制限値を超えた場合には、値の先頭に“＊”がつきます。
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［多角］－［路線作成］の［路線作成］ダイアログに［点検路線チェック］を追加しました。 
外周路線の新点の範囲（外側50度以下など）、多角路線の長さ（1.5Km以内など）、路線の中の夾角（60度
以上など）などについて、「工程」と「次数」を基準に判定します。 

2-3 多角網の外周路線、及び多角路線選定の 
運用基準の適合を検査 
「 次 細部多角点 標高 求 対応 
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【補足 】2-3  

地籍測量の作業規定に準じて、路線が作成されているのか検査を行うことができます。 
適合の判断基準は、「工程」および「次数」から行います。 
（注意）「工程」と「次数」の両方が設定されていない場合には、検査を行うことはできません。 
 
 

適合の判断基準は、「工程」と「次数」の組み合わせから参照されます。
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「工程」は、多角プロジェクト－条件項目で
設定します。 「次数」は、路線作成ウィンドウで指定します。

1.点検路線のチェックをオンにします。
2.外周路線のチェックは、必要に応じて
チェックをオンにします。（1次路線）

路線作成で、終点の指示が終わった後に適合検査が行われます。

・不適合の場合には、確認メッセージウィンドウが表示されます。
・不適合の箇所の内容は、Outputウィンドウに出力されます。
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［ツール］－［同一所有者チェック］を追加して、所有者マスター内で、台帳番号が重複している複数の所有者を 
抽出し、一方に統合できるようにしました。その時、統合された側の所有者を属性とする画地の情報も変更します。 
 

2-4 同じ台帳番号を持つ複数の所有者を統合 

【補足 】2-4  

同一人物（所有者コードが同じ）だが所有者名が旧字などで、別人として取り扱われている所有者を 1人にまとめます。 
 

［要約書CSV取込み］などから画地属性を取り込んだら、
同一人物（所有者コードが一致している）が旧字で登録されているため
別人として取りこまれている
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1

2

3

① 「検索実行」ボタンを押します。
同一の所有者コード別に、所有者名が表示されます。

② 取りまとめる所有者を選択します。
③ 「集約実行」ボタンを押して、1人にまとめます。

所有者が統合されて、画地属性も同時に更新されます。
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［ファイル］―［属性取り込み］に［測点リンク属性自動割当］［画地リンク属性自動割当］を追加して、測点、
ST、画地の「文字リンク型」属性に対し、自動で特定のファイルをリンクできるようにしました。 
測点は「測点名」、STは「ST名」、画地は「画地名」がファイル名に含まれるファイルを任意のフォルダーから抽出します。 
その時、ファイル名にはヘッダー部、フッター部として任意の文字列を指定できます。 
ファイルの種類はPDFと画像形式に限ります。 

2-5 測点、ST、画地の「文字リンク型」属性に 
自動で特定のファイルをリンク 

【補足 】2-5  

測点、ST、画地に、PDF や画像データをリンクし呼び出せるようにします。 
リンクは［測量要素属性の拡張］で、文字リンク型で設定追加した項目が対象になります。 
リンクのキーは「測点名称」や「画地名称」に、リンクデータを区別するための付加文字の組み合わせで行います。 
 
 

画地にリンクを張る例で説明を行います。

① ［測量要素属性の拡張］で、新規の属性を設定追加をします



  

- 17 - 

② 「追加」ボタンを押して、属性を追加します。

名称 ：属性の名称を任意に入力します。
変数型 ：「文字リンク型」を選択します。

③ [ファイル］-［属性取り込み］ - ［画地リンク属性自動割当］でリンク設定を行います。

1.画地名が、主キーになります。
2.リンクするデータを区別するための付加文字（ヘッダー／フッター）を設定します。
3.参照するデータがあるフォルダーを指定します。
4.リンク対象となるデータの拡張子を指定します。

1

2
2

3

4

例）画地名が 1-21 の場合
説明図の設定では、リンク対象データのファイルは下記のようになります。
・ 地積測量図は、 TH_1-21.pdf
・ 座標計算書は、 1-21_計算書.pdf
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指定したデータフォルダーの下に、設定に沿ってリンク付けをするデータファイルを格納します。

ボタンを押して、リンク付けを行います。

データとリンク付けされた画地にリンクピンが表示されます。
（補足）リンクピンの表示のオン・オフは、

［設定］－［操作設定］で指定ができます。

リンクしたデータは、画地を選択しマウスの右ボタンで一覧表示されます。

PDFの場合は、Acrobat Readerなどで
リンクしたデータが表示されます
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画地属性に［地籍の地積］及び［登記の地積］を追加して、それぞれに計算結果を保存できるようにしましたす。 
「地籍の地積」は二重丸めを行います。 

2-6 面積の計算で、「地籍の地積」と「登記の地積」の両方を計算 

測点については、点の記の近景・遠景・要図1・要図2が初期設定としてあらかじめ用意されています。

データのリンクを解除する場合は、画地シートでリンクファイル名を削除します。
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【補足 】2-6  

画地の属性に、「地籍の地積」と「登記の地積」を追加しました。 
［画地］－［画地再計算］で、計算条件とは無関係に固定の条件を使って計算した値を設定できます。 
 
・「地籍の地積」は、小数点以下第 4位を四捨五入してから 3桁目を切り捨てます。（地籍測量 地籍簿案の丸め） 
・「登記の地積」は、小数点以下 3桁目を切り捨てます。 
小数点以下 4桁目が 5以上でかつ 3桁目が 9 の場合に、「地籍の地積」と「登記の地積」で差異が生じます。 
 
追加された「地籍の地積」と「登記の地積」は、成果データとしては利用ができません。 
成果データとして利用するには、別途の画地属性である「台帳面積」に値を転記する必要があります。 

［画地再計算］で、「台帳面積」に値を転記することもできます。 
 
 画地の属性に「地籍の地積」と「登記の地積」を追加しました

［画地］－［画地再計算］で、計算条件に関わらず各々の地積を計算することができます。
また、「台帳面積」にどちらかの地積を転記することもできます。
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画地の属性に計算された値が設定されます。

（補足）
① 少数点以下の値により、「地籍の地積」と「登記の地積」に差異がでています。
② 宅地・鉱泉地および10㎡未満以外は、小数点以下が切り捨てられます。

1

2

「台帳面積」は、以下の成果値として利用できます。
① 図面の台帳面積
② 地籍フォーマット2000

1

2
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［画地一覧］の右クリックメニューに［調査区域指定］を追加して、LandMapからLandStation-S上の調査前筆の
「調査区域」を変更できるようにしました。 
※連携が確立されている場合に動作します。 

2-7 事務支援連携する際、 
調査区域「内外」の設定を測量計算で指示 
第 節「細部 根点等 路線名 測点名 表 法

 

調査区域を「内」に設定する画地を選択
して、右クリックメニューからコマンドを実行
すると、既に連携済のLansStation-S 
データの調査前筆内データ「調査区内」が
変更されます。 
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【補足 】2-7  

測量計算の現場モニターで視覚的に、調査区域内の画地かどうかの指示が行えます。 
Land Station－S と連携中の場合に実行することができ、調査前筆の調査区域を設定します。 
 
 

1.変更の対象となる画地を、現場モニターや
画地シートから選択します。

2.画地シート上でマウスの右ボタンを押して、
［調査区域設定］を実行します。

調査区域の内外設定を選択します。
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［画地］―［画地削除］に［LandStation-S上の筆を削除する］を追加して、LandMapからLandStation-S上
の調査前筆を削除できるようにしました。 

2-8 事務支援連携する際、不要な画地を測量計算で指示 

［多角］―［多角プロジェクト］―［プロパティ］の［観測制限項目］タブに［精度区分］を追加しました。 
［工程と精度区分から観測制限値をセット］ボタンをクリックすると、［精度区分］と［条件項目］タブの［工程］ 
より、観測制限値が自動でセットされます。 

2-9 観測制限項目タブに「精度区分」の指定を追加 
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【補足 】2-9  

地籍測量において、観測値の制限を自動的に設定ができるように「精度区分」を追加しました。 
制限値は、「2-1 観測データのチェック」で参照されます。 
 
 

1

「地籍測量」の場合は、観測の制限値を
下記の項目の組み合わせから設定することができます。

① 条件項目の「工程」
② 観測制限項目の「精度区分」

「工程」と「精度区分」を設定し、
クリックすると制限値が設定されます

2 3
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- 27 - 

［多角］―［多角プロジェクト］―［器械情報の設定］のコマンド名を［一括設定（JOB・気象・器械情報）］に 
変更して、［JOB情報］と［気象情報］を設定できるようにしました。 

2-10 一括設定機能に［JOB情報］と［気象情報］を追加 
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観測手簿の変数として、「後視距離」「最長視準距離」「後視距離-最長視準距離」「後視距離-最長視準距離の合否
の判定」「100m超過の判定」を追加しました。 
標準提供帳票として、それらを配置した観測手簿帳票を２票追加しました。 

2-11 一筆地測量の距離を検査する変数を追加 

【補足 】2-11  

［多角］－［野帳処理］の「帳票一覧」に、下記の帳票を追加しました。 
 

一覧表形式の出力例。
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観測手簿の変数として、「不採用距離抹消斜線開始」、及び「不採用距離抹消斜線終了」を追加しました。 

2-13 距離を両観測する時、 
採用されない側の距離を抹消する変数を追加 

手簿表形式の出力例。
器械点ごとに検査結果を印字します。

観測手簿の変数として、「水平角抹消斜線開始」、及び「水平角抹消斜線終了」を追加しました。 
また、観測記簿の変数として、「水平角斜線開始」、及び「水平角斜線終了」を追加しました。 

2-12 取り付け無しの水平角を抹消する変数を追加 
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【補足 】2-13  

［多角］－［野帳処理］の「帳票一覧」に、下記の帳票を追加しました。 
両方向から距離をそれぞれ観測している場合に、路線計算で使用されていない側の距離に斜線が入ります。 
（注意）路線を作成した後で、帳票を出力する必要があります。 
 

観測した距離が、路線計算で使用さ
れていない場合に斜線が入ります。
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観測した距離が計算には
使用されていません。

観測手簿の変数として、「平均標高」を追加しました。 
 

2-14 一筆地測量の観測手簿に平均標高を印字する変数を追加 

［多角］－［野帳処理］の［設定］に［野帳印刷［細部・一筆 与点の点検］設定］を追加して、［与点の点
検・印刷設定］ダイアログで、器械点と後視点の組み合わせを絞り込めるようにしました。 

2-15 与点の点検（帳票印刷）の際、 
器械点と後視点の組み合わせを絞り込む設定を追加 
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【補足 】2-15  

地籍測量で細部図根測量（放射法及び開放路線）の観測における与点の点検で、距離の点検観測の組み合わせを 
指定できるようにしました。 
 
従来は、全て無条件に印字をおこなっていました。 
・距離を観測していれば、距離の点検として印字します。 
・距離を観測していなければ、水平角の点検として印字します。 
 

今回は、距離の点検において「器械点」と「後視点」の組み合わせの指定ができるようになりました。 
距離の観測は必須です。 
 ・「後視に距離あり」は、従来とおり距離の観測があれば印字します。 
 ・「後視に距離あり」以外は、器械または後視点の基準点種別が「与点」に設定されている組み合わせで印字します。 
 ・Ver8 で追加された設定で距離の観測がされていない場合は、Output ウィンドウに対象箇所が出力されますので 
必要に応じて距離の確認を行います。 

 
従来（Ver7 と同様）の判断で帳票出力を行う場合は、「全て」のモードを選択します。 
 
対象の帳票ファイル（ ［多角］－［野帳処理］ ） 
U地籍 H29･7地籍細部測量－与点の点検（P232・P237・P256）.epf 
 

Ver8で追加された設定。
距離の点検をする対象の観測が指定できるようにしました。
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・帳票出力した例
1211F4-1-3 の基準点種別が「与点」になっていないので帳票に印字されません。

出力対象の測点で距離の観測がされていないと、Outputウィンドウに表示されます。
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［設定］－［操作設定］の［共通視準点のある器械点の中数値変換方法］に、「工程「細部図根測量(放射
法)：F」及び「一筆地測量」は合成しない」を追加しました。 

2-16 共通視準点のある器械点の中数値変換方法に 
対回の場合も合成しない設定を追加 
械点 後視点 組 合 絞 込 定 追加 
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【補足 】2-16  

対回の観測であっても、地籍測量の細部図根測量（放射法:F）の場合には中数値で観測データを 1 つにまとめない 
設定を追加しました。 
 
同じ器械点で複数回器械を据えて観測した場合に、 
単回の観測は中数値で１つにまとめないことができていましたが、 
多角プロジェクトの「工程」により、対回の観測でも中数値で 1 つにまとめないようにしました。 

 
対象となる「工程」は、細部図根測量（放射法：F）と一筆地測量です。 
 
中数値のまとめ方は、路線作成に関わります。 
まとめない場合は、観測データごとに路線が作成されます。 
まとめた場合は、1路線で作成されます。（手簿は分かれますが、路線計算書は１つなります） 

 

中数値のまとめ方は、［設定］－［操作設定］の下図の設定を参照します。

「工程」は、［多角プロジェクト］の「条件項目」－「工程」の設定を参照します。
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1

2

作業の都合で同じ器械点・後視点に据えて、異なる細部図根点（対回観測）を
別々に観測しました。

1

2

中数値をまとめない場合は、
観測ごとに分かれて路線作成・座標計算が行われます。
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路線計算書の変数として、「斜距離」、「高度角」、及び「高低差」について「正反の差」を求める変数を追加しました。 

2-17 路線計算書に「RL の差」を印字する変数を追加 

中数値をまとめた場合は、
全ての観測をまとめて路線作成・座標計算が行われます。

［多角］－［作成路線の操作］の［路線作成の帳票］の［帳票の設定］ダイアログの［改ページの方法］で 
帳票印刷の改ページを行うように変更しました。 

2-18 帳票印刷の改ページの扱いを強化 
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ロックにより座標等の値を更新できない測点がある場合、点名を表示して更新できない旨を警告表示するようにしました。
（厳密網平均計算、与点登録も適用します。） 

2-19 座標、座標属性を更新する測点がロックされている場合の 
警告表示を追加 

【補足 】2-19  

座標計算や座標属性の更新時に測点がロックされていて、データの更新ができない場合は警告のウィンドウを表示します。 
 
 

1

3

2

4

［与点登録］の各種計算での説明。
測点がロックされています。（“L”）

［与点登録］の各種計算を行うとジオイド高などが計算されますが、ロック状態なのでデータ更新ができません。
「実行」ボタンを押すと、データの更新ができていない警告のウィンドウを表示するようにしました。
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厳密網計算での出力例
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計算欄を追加して、「〇」「×」を設定します。 
「×」が設定された与点は、各種計算を行わず、平均ジオイド高、平均縮尺、及び帳票印刷の対象になりません。 

2-20 「各種計算」で計算の対象とする与点を絞り込む機能を追加 

【補足 】2-20  

［与点登録］で、路線計算に用いる平均ジオイド高・平均縮尺係数の算出に用いる測点を選択できるようにしました。 
現場の範囲から、大きく外れた取り付け点を平均ジオイド高・平均縮尺係数の計算対象から除外することができます。 
 

現場範囲から大きく外れた取付点を、平均ジオイド・平均縮尺係数の計算対象から外せます。
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「各種計算」で、多角プロジェクトに反映する
平均ジオイド高と平均縮尺係数の算出から
除外されます。

（参考）
全ての与点を対象にした平均値

与点リストの計算書も、
計算対象の与点だけが印字されます。
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表示項目として、「方向角閉合差」及び「方向角許容範囲」を追加し、標高閉合差、位置閉合差、方向角閉合差の 
許容範囲に対する合否を表記するようにしました。 
また、［クリップボード］ボタンを追加して、一覧表の内容をクリップボードへ出力できるようにしました。 

2-21 点検路線一覧の情報を強化 

［多角］－［基準点精度管理表］の［点検路線］タブの［参照］ボタンをクリックして表示される［路線を選択］ 
ダイアログに［表示対象］を追加して、「取付有りのみ」、及び「取付無しのみ」を絞り込んだ表示を可能にしました。 

2-22 点検路線の一覧で、取付の有無による路線の絞り込みを追加 
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［ツール］－［方向角距離計算］に［放射路線から抽出］ボタンを追加して、［放射路線から抽出］ダイアログで 
抽出方法を選択できるようにしました。 

2-23 放射路線から器械点と後視点の組み合わせを抽出 

【補足 】2-23  

地籍測量の放射法（細部図根測量・一筆地測量）で作業をし、また与点の点検を行った場合に 
観測点と基準方向の方向角がわかる計算書を出力するための機能です。 
 
［ツール］－［方向角距離計算］で、 

1. 点検用の測点を放射路線から呼び出せるようにしました。 
2. H29年記載例 ST計算結果の帳票様式にあわせた帳票が出力できます。 
3. 放射路線から測点を呼び出す場合に、点検箇所の絞り込みもできます。 

 
計算書は、 
U地籍 H29･7与点の点検（放射法）ST計算結果（P231・P236・P253・P255）.EPF 
 
 

［ツール］－［方向角距離計算］で、対象とする測点を放射路線から呼び出しができるようになりました。
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放射路線から、点検用として印字する測点の指定を行います。

指定された抽出方法に合致する測点が展開されます。

帳票を出力します
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［画地］－［画地属性モニター割付］－［立会日時］の［立会日・立会時間の変更］ダイアログの［色更新］ 
ボタンの名称を［色ランダム］に変更しました。 
［色変更］ボタンを追加して、色を変更できるようにしました。 
［エクスポート］［インポート］ボタンを追加して、他のPCとも共有できるようにしました。 

2-24 時間毎の色設定を強化 

属性検索の表示状態を現場毎に保持するようにしました。 
現場毎にそれぞれの表示状態を保つことができます。 

2-25 実行時の表示状態を保持 

【補足 】2-25  

測量計算の画地シートにある、「属性検索」の検索の設定を保持するようにしました。 
従来は測量計算を起動するたびに、検索の設定をやり直す必要がありました。 
 
 「画地」シートの「属性検索」の設定を保持します。
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「属性検索」は、大字・小字・地目等で画地を振りわけて表示する設定です。

大字：内大野 小字：根柄で
地目が畑のものを選択してシートに表示します。
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地目、大字、所有者などについて、マスターIDに”：”を付与して入力することで、値をセットできます。 

2-26 属性マスター参照項目をマスターID（数値）で入力 

【補足 】2-26  

プロパティで所有者・地目・大字・小字などの属性を設定する場合は属性リストから対象を選択しますが、 
数が多いと選択するのに手間がかかるのを、属性リストの ID を入力することで選択ができるようにしました。 
 
入力は、ID番号＋ “:“ （どちらも半角文字）で行います。 
 

数が多い場合にリストから選択するのに
手間がかかります
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半角文字で、IDを “:”付きで入力します。

所有者が変更されます。

入力するIDは、属性マスターのID番号です。
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2-27 H29年度記載例地積測定精度管理表（P303） 
筆界未定の設定を変更 

地積測定精度管理表（P303）に、「筆界未定」を印字するための設定を変更しました。 
1. 画地属性の筆状態を、「3:筆界未定地」に設定します。 
2. 筆界未定地に設定する地目は、地目分類を「3:その他」に設定する必要があります。 

 
「白地」を印字する場合も、筆界未定と同様です。 
1. 画地属性の筆状態を、「5:白地」に設定します。 
2. 白地に設定する地目は、地目分類を「3:その他」に設定する必要があります。 

 

1

2

画地属性
・筆状態を「3:筆界未定地」
・地目は、地目分類が「3:その他」のものを設定する。
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